
滋賀県立大学　Ａ５棟空調設備改修工事

表紙・図面リスト 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

００

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年　３月　日

滋賀県立大学　Ａ５棟空調設備改修工事

滋賀県立大学財務課
株式会社 ＴＯＲＩ設備計画



滋賀県立大学　Ａ５棟空調設備改修工事

機械設備工事特記仕様書１ 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

Ｍ０１

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年　３月　日



滋賀県立大学　Ａ５棟空調設備改修工事

機械設備工事特記仕様書２ 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

Ｍ０２

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年　３月　日



滋賀県立大学　Ａ５空調設備改修工事

機械設備工事特記仕様書３ 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

Ｍ０３

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年　３月　日



滋賀県立大学　Ａ５棟空調設備改修工事

配置図　　　　　　　　　　　　　Ｓ＝１／１５００ 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

Ｍ０４

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年　３月　日



滋賀県立大学　Ａ５棟空調設備改修工事

空調機器表（改修） 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝　-　　

Ｍ０５





滋賀県立大学　Ａ５棟空調設備改修工事

空調配管　１階平面図（改修） 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝１／２００

Ｍ０７



滋賀県立大学　Ａ５棟空調設備改修工事

空調配管　２階平面図（改修） 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝１／２００

Ｍ０８



滋賀県立大学　Ａ５棟空調設備改修工事

空調配管　３階平面図（改修） 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝１／２００

Ｍ０９





滋賀県立大学　Ａ５棟空調設備改修工事

リモコン　１階平面図 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝１／２００

Ｍ１１



滋賀県立大学　Ａ５棟空調設備改修工事

リモコン　２階平面図 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝１／２００

Ｍ１２



滋賀県立大学　Ａ５棟空調設備改修工事

ガス設備　１階平面図（改修） 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝１／２００

Ｍ１３



滋賀県立大学　Ａ５棟空調設備改修工事

ガス設備　１階平面図（撤去） 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝１／２００

Ｍ１４



滋賀県立大学　Ａ５棟空調設備改修工事

ガスメーター廻り詳細図・系統図（改修・撤去） 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝１／５０

Ｍ１５





滋賀県立大学　Ａ５棟空調設備改修工事

空調配管　１階平面図（撤去） 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝１／２００

Ｍ１７



滋賀県立大学　Ａ５棟空調設備改修工事

空調配管　２階平面図（撤去） 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝１／２００

Ｍ１８



滋賀県立大学　Ａ５棟空調設備改修工事

空調配管　３階平面図（撤去） 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝１／２００

Ｍ１９





滋賀県立大学　Ａ５棟空調設備改修工事

自動制御設備　システム構成図 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝Ｎ．Ｓ

Ｍ２１



滋賀県立大学　Ａ５棟空調設備改修工事

自動制御設備　入出力回路図 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝Ｎ．Ｓ

Ｍ２２



滋賀県立大学　Ａ５棟空調設備改修工事

中央管理点一覧表 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝Ｎ．Ｓ

Ｍ２３



滋賀県立大学　Ａ５棟空調設備改修工事

自動制御設備　計装図 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝Ｎ．Ｓ

Ｍ２４



（E25） - 2C × 1EM-CEES1.25ﾛｄＰＥ１

（E25） - 6C × 1EM-CEE1.25ﾛＭＥ１Ｖ３

（E25） - 3C × 1EM-CEE1.25ﾛＴＥＷ１

(屋外)(屋内)

配　　管
配　　 線記　号シンボル

機器凡例

ＧＨＰ－Ｔ２(E25)x1-2C　EM-CEE2ﾛ

ＧＨＰ－Ｔ２↑x1-2C　EM-CEES1.25ﾛ

ＧＨＰ－Ｔ２↑x1-5P　EM-KPEES0.75ﾛ

ＴＥＷ１×2(E51)x2-3C　EM-CEE1.25ﾛ

-B-

ＧＨＰ－Ｔ２(E25)x1-2C　EM-CEE2ﾛ

ＧＨＰ－Ｔ２↑x1-2C　EM-CEES1.25ﾛ

ＧＨＰ－Ｔ２(E39)x1-5P　EM-KPEES0.75ﾛ

-A-

露出配管
内　　容平面図記号

記号凡例B

A

ＴＥＷ１

ＴＥＷ１

ＴＥ１（既設品）

ＴＥ１（既設品）

ｄＰＥ１
ＭＥ１Ｖ３

（盤改造）

Ａ－Ｃ１ＣＰ－１



滋賀県立大学　Ａ５棟空調設備改修工事

自動制御設備　１階平面図（撤去） 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝１／２００

Ｍ２６

（注）　　　　　は撤去工事範囲を示す。

隠蔽配管
露出配管

内　　容平面図記号

記号凡例

（C25） - 4C × 1CVVS2ﾛＧＳ

（C19）      × 3IV2ﾛ

（C19） - 2C × 1CVVS1.25ﾛＦＭ

（C19） - 2C × 1CVVS1.25ﾛｄＰＥ

（C19）      × 3IV2ﾛＢＦＶ１

（C25）      × 6IV2ﾛＭＶ１

（C19）      × 3IV2ﾛＴＥ１

（C19）      × 2IV2ﾛＴ１

（PF16）      × 2IV2ﾛＨ１

(屋外)(屋内)

配　　管
配　　 線記　号シンボル

機器凡例

ＲＢ－＊＊＊(C25)x1-5P　CPEV0.9mm

-B-

ＥＨ－Ａ１Ｄ１(C19)x1-3P　CPEV0.9mm

ＥＨ－Ａ１Ｄ１(C25)x6　IV2ﾛ

-A-

Ｈ１

Ｈ１

Ｈ１

Ｈ１

Ｈ１

Ｈ１

Ｈ１Ｈ１

Ｈ１
Ｈ１

Ｈ１

（盤改造）

Ａ－Ｃ１ＣＰ－１

ＧＳ

BBB

A

ＴＥ１×２

ＭＶ１

ｄＰＥ

ＦＭ

ＢＦＶ１×４
ＴＥ１×２

ＴＥ１×３

ＢＦＶ１ ＴＥ１×３ Ｔ１



滋賀県立大学Ａ５棟空調設備改修工事

電気設備工事特記仕様書 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
S=  -

Ｅ０１



滋賀県立大学Ａ５棟空調設備改修工事

配置図 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝１／１５００

Ｅ０２



Ａ棟特高電気室　受変電設備改修図

滋賀県立大学Ａ５棟空調設備改修工事

 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝ＮＳ

Ｅ０３



滋賀県立大学Ａ５棟空調設備改修工事

動力盤単線結線図（１） 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝ＮＳ

Ｅ０４



滋賀県立大学Ａ５棟空調設備改修工事

動力盤単線結線図（２） 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝ＮＳ

Ｅ０５

※盤更新や盤内機器総入替による対応も可能とする。



滋賀県立大学Ａ５棟空調設備改修工事

動力盤単線結線図（３） 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝ＮＳ

Ｅ０６



滋賀県立大学Ａ５棟空調設備改修工事

幹線・動力設備　Ａ５棟１階平面図 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝１／２００

Ｅ０７



滋賀県立大学Ａ５棟空調設備改修工事

幹線・動力設備　Ａ５棟２階平面図 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝１／２００

Ｅ０８



滋賀県立大学Ａ５棟空調設備改修工事

幹線・動力設備　Ａ５棟３階平面図 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝１／２００

Ｅ０９



滋賀県立大学Ａ５棟空調設備改修工事

動力設備　Ａ５棟１階空調熱源室平面詳細図（改修） 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝１／５０

Ｅ１０



滋賀県立大学Ａ５棟空調設備改修工事

動力設備　Ａ５棟１階空調熱源室平面詳細図（撤去） 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝１／５０

Ｅ１１



滋賀県立大学Ａ５棟空調設備改修工事

空調集中制御設備　Ａ５棟１階平面図 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝１／２００

Ｅ１２



滋賀県立大学Ａ５棟空調設備改修工事

空調集中制御設備　Ａ５棟２階平面図 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝１／２００

Ｅ１３



滋賀県立大学Ａ５棟空調設備改修工事

電灯・弱電・自火報設備　Ａ５棟１階平面図 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝１／２００

Ｅ１４



滋賀県立大学Ａ５棟空調設備改修工事

電灯・弱電・自火報設備　Ａ５棟２階平面図 大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）

株式会社

〒５４２－００８１ 

ＴＯＲＩ設備計画
工事名称

図面名称

２０２４年３月

図面No.

設計日滋賀県立大学財務課令和６年３月　日
Ｓ＝１／２００

Ｅ１５



章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項

２ [２．４．１]・設ける ・設けない

・構内　　　・構外

監督職員事務所の備品等

規模（・10m2　・20m2　・35m2　・65m2　・100ｍ2） 程度

　机、いす、書棚、白板、ゴム長靴、雨がっぱ、保護帽、安全帯、

　衣類ロッカー、冷暖房機器、消火器等、監督職員の指示による。

構内既存の施設　　・利用できる（※　有償　　　・　無償　　）　　　・利用できない　

１.監督職員事務所

２.工事用水

４.仮囲い等 図示による他、万能塀、フェンスバリケード等の仮設計画を立案し、監督職員と協議する。

[２．３．２]

仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　　※図示　　・ 　

[表２．３．１]

５.仮設間仕切り

仮設間仕切りの種別と材質等（・A種　　※B種　　・C種）

仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等　（※合板張り　木製　　・　　　　　　）

[２．２．１]

「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の(2)手すり据置き方式又は(3)手す

り先行専用足場方式により行う。

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの別紙１

６.足場等

　 対策

[２．１．３]

・防音パネル

・防音シート

・

防音パネル等を取り付ける足場等の設置位置

７.騒音・粉じん等の

養生方法等

[２．３．１]

　・既存家具、既存設備等　　　　養生方法（※ビニールシート等　・　 　 　　　　　　　　　）

　・既存ブラインド、カーテン等　養生方法（ ・ ビニールシート等　・　　　　　　　　　　　）

　・既存部分　　　　　　　　　　養生の方法（※ビニールシート、合板等　・　　  　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　保管場所（・図示による　・ 　　　 　　　　　　　　　　　）

　・固定された備品、机、ロッカー等の移動　・図示による　・　

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損　　

傷等を与えた場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。　

８.既存部分の養生

９.交通誘導員 ・工事車両出入口等必要な箇所に配置すること（延べ  人程度）〇〇〇

溶接作業を行う場所については防炎シートを使用し防火対策等を講ずる。

事

設

仮

工

改

修

工

事

６

内

装

図面名称

工事名称 図面No.

設計日

株式会社 ＴＯＲＩ設備計画
令和６年３月　日 滋賀県立大学財務課

A

2024年3月大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）〒542-0081

01

１.改修範囲

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

　※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　・図示による

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲 　

　※壁面より両側600㎜程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　・図示による

既存天井の撤去に伴う取合い部の壁面の改修 　※既存のまま　・図示による

[６．１．３]

・JAS 1083-2　製材・第２部に基づく造作用製材

保存処理含水率材面の品質寸法(㎜)施工箇所

施工箇所 寸法(㎜） 等級 含水率 保存処理

・

・

・

※Ａ種 ・Ｂ種 ・　

※Ａ種 ・Ｂ種 ・　

※Ａ種 ・Ｂ種 ・　

・　　※上小節

・　　※小節以上

・JAS 1083-6　製材・第６部に基づく広葉樹製材

・※ １ 等 　
※１０％以下

・Ａ種 ・Ｂ種 ・　

・※ １ 等 　
※１０％以下

・Ａ種 ・Ｂ種 ・　

・※ １ 等 　
※１０％以下

・Ａ種 ・Ｂ種 ・　

びわこ材の適用

びわこ材の適用

施工箇所 寸法(㎜) 材面の品質 防虫処理 含水率

・JAS 1083（製材）以外の製材

・

(　　　　　 )

造作材の場合

(※Ａ種・Ｂ種)

・適用する

・適用しない
・Ａ種 ・Ｂ種 ・　

・

(　　　　　 )

造作材の場合

(※Ａ種・Ｂ種)

・適用する

・適用しない
・Ａ種 ・Ｂ種 ・　

・

(　　　　　 )

造作材の場合

(※Ａ種・Ｂ種)

・適用する

・適用しない
・Ａ種 ・Ｂ種 ・　

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

施工箇所 樹種 寸法(㎜） 見付け材面 見付け材面の品質

・ 

・

見付け材面の

品質
見付け材面

化粧薄板の

 厚さ(㎜）

寸法

(㎜）
樹種施工箇所

施工箇所 樹種 寸法(㎜）

・

見付け材面の品質 含水率

施工箇所 樹種
寸法

（㎜）

化粧薄板の

 厚さ(㎜）

見付け材

面の品質
含水率

・

※１等　・２等

※１等　・２等化粧薄板：

芯材：

※15％以下　 ・ 

※15％以下　 ・ 　　　

芯材：

化粧薄板：

・ ※１等　・２等

・ ※１等　・２等

・※15％以下　 ・ 

・※15％以下　 ・ 

・
※１等　・２等化粧薄板：

芯材：

・
※１等　・２等化粧薄板：

芯材：

・
※15％以下　 ・ 　　　

芯材：

化粧薄板：

・
※15％以下　 ・ 　　　

芯材：

化粧薄板：

施工箇所 樹種
寸法

（㎜）

化粧薄板の

 厚さ(㎜）

見付け材

面の品質
含水率

・
※15％以下　 ・ 　　　

芯材：

化粧薄板：

・
※15％以下　 ・ 　　　

芯材：

化粧薄板：

・
※15％以下　 ・ 　　　

芯材：

化粧薄板：

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成材

・JAS 0701 に基づく製材造作用単板積層材

施工箇所 厚さ(㎜）

・

・有り

（加工　・天然木化粧加工

　　　　・塗装加工）

・無し（等級：　　）
・適用しない

・適用する

・有り

（加工　・天然木化粧加工

　　　　・塗装加工）

・無し（等級：　　）
・適用しない

・適用する

表面の品質 防虫処理

・

[６．５．２]

[６．５．２]

びわこ材の適用

びわこ材の適用

びわこ材の適用

びわこ材の適用

びわこ材の適用

びわこ材の適用

びわこ材の適用

５.造作用集成材

６.造作用単板積層材

[６．２．２]２.既存床仕上材の

　 撤去及び下地補修

ビニル床シート等の撤去　　※仕上げ材のみ（接着剤とも） 　　　　　

　　　　　　　　　　　　  ・下地モルタルとも（・図示による　　・仕上材の撤去範囲全て）

合成樹脂塗床材の除去工法　　・機械的除去工法　　・目荒し工法

３.施工一般

材料のホルムアルデヒド放散量

[６．５．２]

　※F☆☆☆☆又は改修標準仕様書6.5.2(1)(ウ)(b)による

・JAS 1083-5　製材・第５部に基づく下地用製材

施工箇所 寸法(㎜） 等級 保存処理含水率

・

・

・

・　　※２級 ※Ａ種 ・Ｂ種 ・　

・　　※２級 ※Ａ種 ・Ｂ種 ・　

・　　※２級 ※Ａ種 ・Ｂ種 ・　

びわこ材の適用

４.製材

改修範囲の既存床及び下地モルタルの浮き及び欠損の補修を行うこと。

・

・

・

・

・

※5.5

・２類

※１類 ・適用する

・適用しない
※Ｃ－Ｄ以上　・　　　

針葉樹

広葉樹

※２等以上　　・１等　　

・

・

・

防虫処理板面の品質接着の程度
樹種名

単板の

（㎜）
施工箇所

厚さ

・「合板の日本農林規格」による普通合板

[６．５．２]

びわこ材の適用

７.合板等

・

・適用しない

(　　　　　 )

・適用する

・適用しない

・適用する

・
・

・特類

※１類

・

・適用しない

(　　　　　 )

・適用する

・適用しない

・適用する

・
・

・特類

※１類

の適用

・

板面の

品質

・適用しない

(　　　　　 )

・適用する

・適用しない

・適用する

・

※12

（㎜）

厚さ
防虫処理 強度等級

・

以上

 ※Ｃ－Ｄ

・特類

※１類

・１級

以上

※２級

施工箇所 等級
樹種名

表板の

程度

接着の

防虫処理接着の程度単板の樹種名厚さ(㎜)施工箇所

・
・適用しない

・適用する・1類　　・特類

・1類　・2類　 ・

防虫処理接着の程度厚さ(㎜)
単板の樹種名

化粧板に使用する
施工箇所

・1類・2類 ・

適用

防虫処理の

方法

化粧加工の

樹種名

単板の
接着の程度

(㎜)

厚さ
施工箇所

・・

※13タイプ ※Ｐ又はＭ

・

※15

（㎜）

厚さ

よる区分

難燃性に

よる区分

耐水性に

よる区分

曲げ強さに

による区分

表裏面の状態
施工箇所

施工箇所

・JAS 0360 に基づく構造用パネル

・パーティクルボード

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板

・「合板の日本農林規格」による構造用合板

施工箇所 寸法(㎜)

・１級　・２級　・３級　・４級

・１級　・２級　・３級　・４級

[６．８．２]

等級

びわこ材

びわこ材の適用

びわこ材の適用

びわこ材の適用

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板

・適用する

・適用する

・ＭＤＦ

よる区分

曲げ強さに 接着剤に

よる区分

難燃性に

よる区分(㎜)

厚さ 表裏面の状態

による区分

接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※F☆☆☆☆　　・　

[６．５．３、４]

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別

・図示による　　・　

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

適用部材 保存処理性能区分

・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

適用部材 処理の方法 薬剤の種類

※JISK1571に適合又は同等品※薬剤の製造所の仕様による

・

・

・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理

　　適用部位（　　　　　　　　　　　　）

・合板等の加圧注入処理等適用

・防腐・防蟻処理を省略できる樹種による製材

　　適用部位（　　　　　　　　　　　　）

　　適用部位（　　　　　　　　　　　　）

[６．５．３]

８．接着剤

９．防腐・防蟻処理

寸法(㎜）施工箇所

・JAS 0701 以外の造作用単板積層材

の適用
樹種 寸法

接着性能

（使用環境）
種別

（強度等級）

曲げ強度
品名施工箇所

・JAS 3079 に基づく直交集成材

含水率 防虫処理

・

・適用する

・適用しない・

※14％以下
・有り

（加工　・天然木化粧加工

　　　　・塗装加工）

・無し（等級：　　）

・有り

（加工　・天然木化粧加工

　　　　・塗装加工）

・無し（等級：　　）

表面の品質

・

・適用する

・適用しない・

※14％以下

びわこ材の適用

びわこ材

改

修

工

事

６

内

装

　 　

・壁胴縁、野縁受桟、野縁及び吊木に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

[６．５．９]

　　※杉　　・松　　　・　

野縁等の種類　屋外　※25形　・19形　　屋内　※19形　・25形

屋外形式及び寸法

[６．６．２～４]

　野縁受、つりボルト及びインサートの間隔　　　　・図示による　　　　・　

　周辺部の端からの間隔　　　　　　　　　　　　　・図示による　　　　・　

　野縁の間隔　　　　　　　　　　　　　　　　　　・図示による　　　　・　

既存の埋込みインサート　・使用する　　・使用しない

あと施工アンカーの施工後の確認試験　

　・行う

　　試験個所数　※屋内の場合、当該階において3箇所

　　　　　　　　・(　　　)箇所

・吊りボルトの間隔が900㎜を超える場合

　 補強方法　※図示による　　・　

・天井のふところが3.0mを超える場合

　 補強方法　※図示による　　・　

　 補強方法　※図示による　　・ 

　 補強箇所　・図示による　　・ 

　　引張試験にて確認する強度

　　　※吊りボルト受け等の間隔が900㎜程度以下かつ天井面構成部材等

　　　　の単位面積あたりの質量が20kg/㎡以内の天井の場合は400N程度)

　　　・(　　　)N

　・行わない

・天井下地材における耐震性を考慮した補強

・屋外の軒、ピロティ等の天井における耐風圧性を考慮した補強

　 補強方法　※図示による　　・ 

　 補強箇所　・図示による　　・ 

スタッド、ランナーの種類

スタッドの高さが5.0mを超える場合　　　※図示による　　・　

出入口及びこれに準ずる開口部の補強　　※[6.7.4(5)]による　　・　　　　　　

 [６．７．３、４][表６．７．１]

種類の記号 色柄 厚さ(㎜) 備考

接合部の処理　　※熱溶接工法 　　・　

※2.0

・

・無地

・マーブル柄

・柄物

※FS

・

・

種類の記号 色柄 寸法(㎜) 厚さ(㎜) 備考

・無地※KT(ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ) ・300×300 ※2.0

[６．８．２、３]

・柄物 ・450×450

・

・3.0

・TT(単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・FT(複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・FOA(置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・FOB(薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・500×500

・無地

・柄物

・無地

・柄物

・無地

・柄物

・無地

・柄物

・2.5

・3.0

・

・

・

・300×300

・450×450

・

・300×300

・450×450

・

・

・

・2.0

・4.0

・2.0

[６．８．２]

種類 性能

－

厚さ、寸法、形状（mm）

寸法：　　　厚さ：

形状：

厚さ：

厚さ：

厚さ：

寸法：　　　厚さ：

－

－

－

・帯電防止床シート

・帯電防止床タイル

・視覚障害者用床タイル

・耐動荷重性床シート

・防滑性床シート

・防滑性床タイル

シート・タイルの種別

材料

[６．８．２]

高さ(㎜) 　※60　　・75　　・100

厚さ(㎜)　　・　　　　※1.5以上

材質の種類　　・軟質　　・硬質 

種類　　・単層品　　　・積層品 　

色柄　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

厚さ(㎜) ・3.0　 ・4.5　 ・6.0　　・9.0

寸法(㎜)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・織じゅうたん

織り方 パイル形状

・ウィルトンカーペット

・ダブルフェースカーペット

・アキスミンスターカーペット

・カットパイル

・ループパイル

・カット/ループパイル

　　　　色柄（※模様のない無地　　・　　　　　　　）

　　　　パイル糸の種類等

　　　　　※無地の織りじゅうたんの種別（・Ａ種　　　・Ｂ種　　　・Ｃ種）

[６．８．２]

[６．９．２、３][表６．９．１]

14.壁及び天井下地

15.軽量鉄骨天井下地

16.軽量鉄骨壁下地

17.ビニル床シート

　※図示による

　・[表6.7.11]によるスタッドの高さによる区分に応じた種類 　　　・　　　　

18.ビニル床タイル

19.特殊機能床材 

20.ビニル幅木

21.ゴム床タイル

22.カーペット敷き

[６．５．５]・　

　※JAS1083-6(製材-第6部：広葉樹製材)に基づく保存処理性能区分K1の防虫処理を行う

・ラワン材等

　 仕切軸組及び床

　 組み

・間仕切軸組に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

　　※杉又は松　　　・　

・床組に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

　　※杉又は松　　　・　

[６．５．６]

　　※吊元枠、水掛りの下枠及び敷居はひのき、その他は松又は杉

・窓、出入口その他に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）　 その他

・縁甲板及び上がりかまちに用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

　　※ひのき　　　・　

[６．５．７]

[６．５．８]

10．防虫処理

11.RC造等の内部間

12.窓、出入口

13.床板張り

改

修

工

事

６

内

装

75×15巾木 -

特記仕様書１

滋賀県立大学　Ａ５棟空調設備改修工事

３.工事用電力 構内既存の施設　　・利用できる（※　有償　　　・　無償､ただし現場事務所を除く）　・利用できない



章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項

図面名称

工事名称 図面No.

設計日

株式会社 ＴＯＲＩ設備計画
令和６年３月　日 滋賀県立大学財務課

A

2024年3月大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）〒542-0081

改

修

工

事

６

内

装

改

修

工

事

内

装

・タイルカーペット

パイルの形状 種類 施工箇所 寸法(㎜) 総厚さ(㎜) 備考

※6.5

・

※6.5

・

※6.5

・

※500×500

※500×500

※500×500

・

・

・

※第一種

・第二種

※ループパイル

・カットパイル

・カット、ループ

　併用

・第一種

・第二種

・第一種

・第二種

タイルカーペットの敷き方　平場　　　※市松敷き　・模様流し　

　　　　　　　　　　　　　階段部分　※模様流し　・市松敷き　

見切り、押え金物

　　材質　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　種類　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　形状等　　※図示による　　　

種別 工法 仕上げの種類施工箇所

・厚膜型塗床材

　弾性ウレタン樹脂系塗床

・厚膜型塗床材

　エポキシ樹脂系塗床

・薄膜型塗床材

※平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・つや消し仕上げ

・平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・薄膜流し展ベ工法

・厚膜流し展ベ工法

・樹脂モルタル工法

※平滑仕上げ

塗床材のホルムアルデヒド放散量　　※F☆☆☆☆　　・　

[６．１０．２、３]

[６．１１．２～６]

23.合成樹脂塗床

24.フローリング張り

　　　　帯電性　　・適用する　　　・適用しない

　織じゅうたんの接合方法　　※ヒートボンド工法　　・つづり縫い

　下敷き材　　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種1号　呼び厚さ 8㎜　　

・タフテッドカーペット

パイル形状 パイル長さ(㎜) 工法 帯電性 備考

・カットパイル

・ループパイル

・カット、ループ

　併用

・5～7　・　

・4～6　・　

・

・全面接着工法

・グリッパー工法

・

・適用する

・適用しない

下敷き材（グリッパー工法の場合）

※反毛フェルト（JIS L 3204)の第２種２号　呼び厚さ　8㎜　　・　

・普通合板 表面の材種

生地、透明塗料塗り

（※ラワン程度　・　　　　）

不透明塗料塗り

（※しな程度　・　　　　）

板面の品質（　　　）

厚さ(㎜)（※図示による　・　　　）

・防虫処理

・

・

MDF

HB

IB

樹種名（　　　　　　）

厚さ(㎜)（※図示による　・　　　）

防虫処理　・行う　・行わない

化粧加工の方法

・天然木化粧合板

・特殊加工化粧合板

（・オーバーレイ　・プリント　・塗装）

表面性能（　　　　　）タイプ

厚さ(㎜)（・図示による　・　　　）

防虫処理　・行う　・行わない

・メラミン樹脂化粧板 JIS K 6903 による厚さ（※1.2 ・　　）

・ポリエステル樹脂化粧板

　イバーボード

・図示による　・3　・7　・9　・12　・　

・単板張りパーティクルボー

　ド

・無研磨板（VN)　・研磨板（VS)

・図示による　・10　・12　・15　・18　・　

・化粧パーティクルボード ・単板オーバーレイ（DV)

・プラスチックオーバーレイ（DO)

・塗装（DC)

※図示による　・10（難燃）・12（難燃）・　

・ハードボード（素地）

・ハードボード（化粧）

・インシュレーションボード

・未研磨板（RN)（・スタンダード　・テンパード）

・研磨板（RS)（・スタンダード　・テンパード）

・内装用（DI)　・外装用（DE)

※図示による　・2.5　・3.5　・5　・7

Ａ級（・天井仕上　・内装仕上　・　　）

※図示による　・9　・12　・15　・18

・耐水合板 ・特類　・１類　・２類

合板類の張付け　　・Ａ種　　・Ｂ種

せっこうボードの目地工法等

　目地工法の種類　※仕上表による

　突付け工法及び目透し工法のエッジの種類　・ベベルエッジ　　・スクェアエッジ

・ミディアムデンシティファ

　・　

ホルムアルデヒド放散量　　※F☆☆☆☆　　・　

備考防火性能
その他

・

・

・

・

繊維 塩化ビニルプラスチック

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

無機質

・不燃 ・準不燃

・不燃 ・準不燃

・不燃 ・準不燃

・不燃 ・準不燃

紙

・

・

・

・

壁紙の種類
施工箇所

モルタル及びプラスター面の素地ごしらえの種別　　※Ｂ種　・Ａ種

コンクリート面の素地ごしらえの種別　　　　　　　※Ｂ種　・Ａ種

せっこうボード面の素地ごしらえの種別　　　　　　※Ｂ種　・Ａ種

[６．１５．３、５、６]

モルタル　　・現場調合材料　　　

　　　　　　・既調合材料

既製目地材　・設ける　施工箇所（　　　　　）　形状（※図示による　　・　　　　）

　　　　　　・設けない

　　　　　　　　　　　種類　　※押し目地　　・　　　　　　

　　　　　　・設けない

壁面の仕上げ厚又は全塗り厚が25㎜を超える場合の下地処理

・　

[６．１６．２～４]

　　　　　　　　　　床タイル以外　（・図示による　・　　）

伸縮調整目地の位置　床タイル　（ ※縦、横とも 4m 以内ごと　・図示による　・　　　　　）

見本焼き

　・行う(範囲、仕様等は図示による)　・行わない

試験張り

　・行う(施工箇所：　　　　)　・行わない

(mm)

タイルの形状、寸法等

施工

形状

寸法

再生材料

の適用

吸水率に

よる区分

Ⅰ

類

Ⅱ Ⅲ

類類

施

うわぐすり

無

ゆう ゆう

役物

有 無

色 耐凍害性

耐滑り性 備考
標 特

準 注
無有

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

壁タイル張りの工法

　内装タイル　　・密着張り　　・改良圧着張り

　内装タイル以外のユニットタイル　　・マスク張り　　・モザイクタイル張り

既調合モルタル

(mm)

タイルの形状、寸法等

施工

形状

寸法

再生材料

の適用

吸水率に

よる区分

Ⅰ

類

Ⅱ Ⅲ

類類

施

うわぐすり

無

ゆう ゆう

役物

有 無

色 耐凍害性

耐滑り性 備考
標 特

準 注
無有

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

内外装タイル接着剤張りの接着剤のホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　　・　

・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り

・ セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り

床の目地　　※設ける　目地割り　　※２㎡程度（最大目地間隔３ｍ程度）　　・　　　　　　

天井ボードの重ね張り

27.壁紙張り

28.モルタル塗り

29.タイル張り

GB-D・化粧せっこうボード(トラバ

　ーチン模様）

9.5（準不燃）

GB-D(W)・化粧せっこうボード(木目) 12.5（不燃） 幅440㎜程度

模様（・柾目　・板目）専用下地材有り

　※［6.11.2(2)］による　　・　

単層フローリング

樹種 厚さ、幅及び長さ工法種類

工法種類

複合フローリング

樹種 厚さ、幅及び長さ

・

※（表19.5.1）による

・

※（表19.5.3）による

※（表19.5.5）による

・

・・

・

・

・接着工法

・釘留め工法

・釘留め工法

・

・

・接着工法

・釘留め工法

・釘留め工法

※（表19.5.2）による

※（表19.5.4）による

※（表19.5.6）による

・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

・フローリングボード１等

・フローリングブロック１等 ・接着工法

　（根太張り）

　（根太張り）

　（根太張り）

　（根太張り）

・複合フローリング

　（天然木化粧）

[６．１１．２～５]

[６．１１．２～５]

フローリングのホルムアルデヒドの放散量等

びわこ材の適用

　・適用する　　・適用しない

　　　　　　・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン）

下地の種類　・（表12.6.1）による床組

種別　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種（Ｄ種の畳床：・KT-Ⅰ　・KT-Ⅱ　・KT-Ⅲ　・KT-K　・KT-N）

衝撃緩和型畳 （畳表：・C1　・C2）

　 その他ボード及

　 び合板張り

[６．１３．２、３]

MDF及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

※F☆☆☆☆　・　

合板のホルムアルデヒド放散量

　※[６.１３.２(２)(イ)]の(a)～(d)のいずれか　　　・　

種類 JISの記号 厚さ(㎜)、規格等

HW

MW

NW

HF

NF

0.8FK

DR

RW-B

GW-B

GB-R

GB-NC

GB-S

GB-F

GB-L

・硬質木毛セメント板

・中質木毛セメント板

・普通木毛セメント板

・硬質木片セメント板

・普通木片セメント板

・火山性ガラス質複層板

　種類　※図示による　

※図示による　・15　・20　・25　・　

※図示による　・15　・20　・25　・　

※図示による　・15　・20　・25　・　

※図示による　・12　・15　・18　・21　・30　・　

※図示による　・12　・15　・18　・21　・30　・　

※図示による

・けい酸カルシウム板（ﾀｲﾌﾟ2）

・ロックウール化粧吸音板

・ロックウール吸音ボード 1号

・グラスウール吸音ボード32K

・せっこうボード

・不燃積層せっこうボード

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうボード

・強化せっこうボード

・せっこうラスボード

・図示による　・6　・8

・フラットタイプ(・9（不燃）・12（不燃）・　）

・凹凸タイプ（・12（不燃）・15（不燃）・　）

・25　・　

・25（ガラスクロス包）　・　

・12.5（不燃）・15（不燃）

9.5（不燃）　・化粧無（下地張り用）

　　　　　　 ・化粧有（トラバーチン模様）

12.5（不燃）

・12.5（不燃）・15（不燃）

9.5

表面への化粧張り等の加工

　※図示による　・　

接着工法の場合の不陸緩和材　　※合成樹脂発泡シート 　・　

25.畳敷き

26.せっこうボード

・現場塗装仕上げ

　※ウレタン樹脂ワニス塗り

　・オイルステインの上、ワックス塗り

　・生地のままワックス塗り

フローリングは JAS 1073 による工場塗装品とする。

［６．１２．２］［表６．１２．１］

[６．１４．２、３]

６ [６．１７．２、３]

　 材塗り

塗厚(㎜)　・　30.セルフレベリング

改

修

工

事

装

塗

１.材料

　　　　　　・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　）

・防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

　※F☆☆☆☆　・　

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 

[７．１．３]

２.下地調整 [７．２．１～７]

　※劣化部分は除去し、活膜部分は残す　・図示による　・　

下地面等 種別

木部 不透明塗料塗りの場合

透明塗料塗りの場合

鉄鋼面（DP以外）

鉄鋼面（DPのみ）

亜鉛めっき鋼面

モルタル面及びせっこうプラスター面

コンクリート面（DP以外）及びALCパネル面

押出成形セメント板面

せっこうボード面及び

その他ボード面

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

※Ａ種　・Ｂ種　

※Ｂ種　・Ａ種　

※Ｃ種　・Ａ種　・Ｂ種　

※Ｂ種　・Ａ種　・Ｃ種　

・Ａ種　・Ｂ種

※Ｂ種　・Ａ種　

※Ｂ種　・Ａ種　

・Ａ種　・Ｂ種　

※Ａ種　・Ｂ種　

※Ｂ種　・Ａ種　

３.素地ごしらえ [７．３．２～７]

下地面の種類
下地調整の種別

塗替え

※　不透明塗料塗りの場合はRB種木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具等）

モルタル及びせっこうプラスター面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面（DP以外）及びＡＬＣﾊﾟﾈﾙ面

押出成形セメント板面

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面及びその他ﾎﾞｰﾄﾞ面

※　RB種　・　

・

※　RB種　・　

※　RB種　・　

※　RB種　・　

※　RB種　・　

※　RB種　・　

４. 錆止め塗料塗り 

素地面 塗装の種類 塗装の種別 工程の種別

鋼面

めっき

亜鉛

鉄鋼面

新

規

新

規

SOP

(工程の種別は

表7.4.3)

EP-G

(工程の種別は

表7.4.3)

DP

(工程の種別は

表7.4.4)

塗替え

新規見え掛り

新規見え隠れ

塗替え 

新規見え掛り

新規見え隠れ

塗替え

新規

SOP

(工程の種別は

表7.4.5)

EP-G

(工程の種別は

表7.4.5)

DP

(工程の種別は

表7.4.6)

塗替え

新規

塗替え

塗替え

鋼製建具等

その他

鋼製建具等

その他

A種

A種

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・A種

7.4.2(1)(イ)

(b)による。

・B種(下地調整RB種)

・C種(下地調整RC種)

7.4.2(1)(イ)

(a)による。

・A種

※A種　・B種

※A種　・B種

ー

ー

A種 ※C種　・　

※A種　・　

※B種　・　

※C種　・　

※A種　・　

※B種　・　

※C種　・　

※A種　・　

※B種　・　

※C種　・　

※A種　・　

※B種　・　

C種　・　

※B種　・　

C種　・　

C種　・　

B種　・　

B種　・　

錆止め塗料塗りの種別

５.塗装

塗装の種類

・合成樹脂調合

　ペイント塗り（SOP）

木部屋外

木部屋内

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具以外）

・クリヤラッカー塗り（CL)

新規

※ A種　・　

※ B種　・　

※ B種　・　

※ B種　・　

・A種

※ B種　

工程

塗替え

・A種

※ B種　

※ B種　・　

※ A種　・　

※ B種　・　

※ B種　・　

※ B種　・　

塗装面

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り（NAD)

(着色塗料の種類：　) (着色塗料の種類：　)

※ B種　・A種 ※ B種　・A種

・耐候性塗料

　塗り（DP)

・

・

・ ・A-1種　・B-1種

・C-1種

亜鉛めっき鋼面　上塗り等級（ ）級

鉄鋼面　上塗り等級（ ）級

コンクリート面等

屋内の木部

屋内の鉄鋼面

屋内の亜鉛めっき鋼面

押出成形セメント板面

コンクリート面及び

※ B種　・　

※ B種　・　

※ B種　・　

※ A種　・　

※ A種　・　

※ A種　・ B種

・合成樹脂エマルションペイント塗り（EP) ※ B種　・　

・Ａ種　・Ｂ種　コンクリート面（DPのみ） 

ｺﾝｸﾘｰﾄ面（DPのみ）

・つや有合成樹脂

　エマルションペイ

　ント塗り（EP-G)
・ B種　※ A種　

・ B種　・A種

・ B種　・ A種　

・ウレタン樹脂ワニス塗り（UC)

・ステイン塗り

・木材保護塗料塗り（WP)

・ピグメントステイン塗り

・オイルステイン塗り(OS)

※ B種　・ A種 ※ B種　・ A種

※ B種　・　

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り(コンクリート面、モルタル面、せっこうプラスター面、

せっこうボード面、その他ボード面）の塗替えの場合のしみ止め

　※B種又はC種の場合は、[表７．９．１]の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・　

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め

　※B種又はC種の場合は、[表７．１０．１]の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・　

クリヤラッカー塗りA種の工程２の適用

　・適用しない

　・適用する(着色剤：・溶剤系着色剤　・油性染料着色剤)

※ B種　・ A種

・ B種　・ A種

・　RA種　・　RB種　・　RC種

・　RA種　・　RB種　・　RC種

ウレタン樹種ワニス塗りの工程１の着色の適用

　・適用する

　・適用しない

オイルステイン塗りの工程等

　・　

塗替えで下地調整の種別がRB種の場合の既存塗膜の除去範囲 

※既存塗膜への付着状況が不明な場合は塗装の密着性試験を行うこと。
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[７．４．２、３]

[７．５．２～７.１３.２]

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄｶﾊﾞｰ
撤去あと

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄｶﾊﾞｰ撤去あと

特記仕様書２

02

ユ

ニ

ッ

ト

及

び

そ

の

他

工

事

12

材種 寸法 形式 外枠 内枠

・アルミニ

　ウム製

・

・450×450

・600×600

・一般形 ・屋内外用

・屋内用

・気密形

・額縁タイプ

・目地タイプ

・額縁タイプ

・目地タイプ

17.天井点検口

･.目隠しフェンス ･  既製品(図示)

滋賀県立大学　Ａ５棟空調設備改修工事

cDR(着色)



章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項

図面名称

工事名称 図面No.

設計日

株式会社 ＴＯＲＩ設備計画
令和６年３月　日 滋賀県立大学財務課

A

2024年3月大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）〒542-0081

８

－

工

事

土

工

事

及

び

地

業

１.建設発生土の処理 （３．２．５）

受入可能な土質区分：

搬出場所

名称：

住所：

受入条件

・場内指定場所に堆積　　　・場内指定場所に敷き均し

※場外指定場所に搬出(運搬・処分費を含む)

搬出後、監督職員へ搬出場所での受入を証明する資料を提出する。

搬出場所、受入条件等は発注時点のものであるため、施工計画や実施工程により確認し、監督職員に報

告する。併せて、近隣の受入先を調査の上、搬出場所、受入条件等が確認できる資料を監督職員に提出

し、搬出場所について協議するものとし、必要に応じて設計変更の対象とする。
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その他：

２.埋戻し及び盛土

材料及び工法

[８．２８．３]

種別　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　不足分は良土搬入する。

・材料（　　　　　　　　　　　　）　工法（　　　　　　　　　　　　）

　　　　・図示による（　　　　）

[８．２．１５][８．２８．４]

[８．２．１５]

[８．２．１５][８．２８．４]

３.砂利地業

４.砂地業

材料　　※再生クラッシャラン　　　　・切込砂利　　　・切込砕石

材料　　※山砂　　・川砂　　・砕砂

砂利厚さ　　※60㎜ 　・図示による

砂厚さ　　※30㎜ 　・図示による

範囲　　※基礎下、基礎梁下、土間コンクリート下、土に接するスラブ下　

範囲　　※基礎下、基礎梁下、土間コンクリート下、土に接するスラブ下　

　　　　・図示による（　　　　）

　 地業

[８．２．１５][８．２８．４]

コンクリートの種類　※普通コンクリート　　・　

施工範囲

　※基礎下、基礎梁下、土に接するスラブ下　　・図示による（　　　　）

スランプ　　　※15cm又は18cm　　・　

捨てコンクリートの厚さ厚さ　　※50mm　　・図示による

５.捨コンクリート

　・図示による（　　　　　）

８

－

１

鉄

筋

事

工

鉄筋の種類等

種類の記号 呼び径（mm）

・SD295

・SD345 D19以上

D16以下

備考

※異形鉄筋(JIS G 3112)

・建築基準法第37条の規定に基づき認定を受けた鉄筋

１.鉄筋 [８．２．１]

・

・

鉄線の形状等 

・溶接金網

２.溶接金網 [８．２．２]

・鉄筋格子

網目の形状、網目、寸法、鉄線の経 (㎜) 使 用 部 位種　類 種類の記号

鉄筋の継手の方法等　

部位

柱、梁の主筋

耐力壁の鉄筋

その他の鉄筋（　　　　　）

接手の方法

・ ガス圧接　・ 機械式継手

・ 重ね継手　・　

・ 重ね継手　・　

継手位置　

呼び径(㎜) 

・ 溶接継手　・ 重ね継手

３.鉄筋の継手

[８．３．４][８．４．２、３]

[８．３．４]

　・構造関係共通事項（配筋標準図）

　

隣り合う継手の位置

　・　

　・図示による（　　　　　）

耐力壁の重ね継手の長さ　

・構造関係共通事項（配筋標準図）

　・図示による（　　　　　）

　※図示による（ 構造図 ）　　・　

柱及び梁主筋の重ね継手の長さ

　・

[８．３．４]

[８．３．４]

[８．３．４]

４.鉄筋の定着

鉄筋の定着の長さ

　・図示による（　　　　　）

機械式定着工法

　・適用する

　　適用箇所

　　　・図示による（　　　　　）　　・　

　　種類

[８．３．４]

鉄筋の折曲げ内法直径（90°未満）

SD390は（　　）内寸法を適用する。

90°未満
（5d以上） （6d以上） （8d以上）

8d以上6d以上4d以上

D29～D38D19～D25D16以下

SD295、SD345、SD390

折曲げ内法直径（Ｄ）

折り曲げ角度

　・[表8.3.3]による

５.鉄筋のかぶり

　 厚さ及び間隔

(溶接金網を含む。)

最小かぶり厚さ

　・図示による（　　　　　）

[８．３．５]

　　軽量コンクリートを適用する場合

　　　・適用箇所(　　　　　　　　　)

６.圧接完了後の圧接部

　 の試験

　　　・最小かぶり厚さに加える厚さ　　( 　　)㎜

　　耐久性上不利な箇所（塩害等を受けるおそれのある部分等）

　　　・適用箇所(　　　　　　　　　)

　　　・最小かぶり厚さに加える厚さ　　( 　　)㎜

　　　・　

　　　・　

[８．３．８]

超音波探傷試験　 　

　※行う（全圧接部）

　・[表8.3.6]による

[８．３．８]

適用箇所　　・図示による（　　　　　）　　　・　

H12建設省告示第1463号に適合する性能　　・A級　　・　　　

　・

　・モルタル充填式継手

　・端部ねじ加工継手

　　　・無機グラウト方式　　・有機グラウト方式　　

　　 充填方式

　・ねじ式鉄筋継手

種　類

７.機械式継手

　・[表8.3.4]による

(表８．３．１)

工法

　※第三者機関の評定等を取得している工法

鉄筋相互のあき

　※評定等の評価内容による

　　　　　・　

施工完了後の継手部の試験

　・外観試験

　　 対象　　※全数

　　 試験項目　　・評定等の評価内容による　　

　　 試験方法　　・評定等の評価内容による　　

　・超音波測定試験

　　 試験対象

　　　・抜取り

　　　　　ロット

　　　　　・1組の作業班が1日に行った継手箇所で、最大200箇所程度とする

　　　　　試験箇所数　　1ロットに対して（　　　　　　）箇所

　　　・全数

　　 試験項目　　※挿入長さ

　 　試験方法

　　　※JIS Z 3064（鉄筋コンクリート用機械式継手の鉄筋挿入長さの超音波測定方法及び

　　　　判定基準）による

不合格となった場合の措置　　・　

　・フライアッシュセメントB種　　　　 適用箇所（　　　　　）

　・　

８

－

２

事

工

コ

ン

ク

リ

ト

－

１.コンクリートの 

　 種類 コンクリートの類別　　

※Ⅰ類　　・Ⅱ類

２.コンクリートの

　 気乾単位容積質量

　 による種類及び

　 強度等

[８．１．３]

[８．１．３][８．１．４][８．２．５][８．９．２]

・

・

・軽量コンクリート

設計基準強度(N/㎜2) スランプ(㎝) 適 用 箇 所種類

・1種　・2種

気乾単位容積質量(t/m3)

適 用 箇 所

2.3程度

スランプ(㎝) 設計基準強度(N/㎜2) 

・

・

・15　・18

気乾単位容積質量(t/m3)

※普通コンクリート

・21　・　

[８．９．２]

　構造体強度補正値　　　※[８．２．４]による　・　

　構造体強度補正値　　　※[８．２．４]による　・　

３.セメント [８．２．５]

　※普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、シリカセメントＡ種又はフライアッシュセメント

　・高炉セメントB種　　　　 適用箇所（　　　　　）

　　Ａ種　　　適用箇所（　　　　　）

種類

・18 ・21 ・24 ・　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　型枠在置　　・　

４.骨　材

　※A　・B

アルカリシリカ反応性による区分

[８．２．５]

５.混和材料 ・混和剤 [８．２．５]

・混和剤　

・混和材

　混和剤の種類　　※[8.2.5(4)(a)]による　　・　　

　混和材の種類　　※[8.2.5(4)(b)]による　　・　　

構造体用モルタル

７.暑中コンクリート 構造体強度補正値　　 ※6N/mm2　　・ 　 [８．１０．２]

[８．２．６]

　圧縮強度(　　　　　　　)

　フロー値(　　　　　　　)

６.構造体用モルタル

[８．１１．１]

コンクリートの種類　 ※普通コンクリート　 　・ 　　　　　　　

設計基準強度　　※18N㎜2　　・　

スランプ　　※15cm又は18cm　　・　

セメントの種類

　※普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、シリカセメントＡ種又は

　　フライアッシュセメントA種

　・高炉セメントB種　　　　・フライアッシュセメントB種

適用箇所　　 ・図示による（　　　　　）

８.無筋コンクリート

　・エコセメント　　　　　　　　　　　適用箇所（　　　　　）　養生期間　　・　　

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

種　別 適 用 箇 所

・ A種

・ C種

・ B種

　 トの仕上り

[８．１．４]

コンクリートの仕上りの平たんさ　

種　別 適 用 箇 所

・ a種

・ b種

・ c種

[８．１．４]

９.構造体コンクリー

(打放し仕上げ部)

[８．７．８]

・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

　・20㎜ 　　・　

・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

　・10㎜　　　・20mm　　　・　

せき板の材料及び厚さ

・合板（※12mm　　・　　）　　　　・　

[８．２．７]

10.打増し厚さ

11.型枠

スリーブの材種及び規格等

　※[表8.2.6]による　　　

　　硬質ポリ塩化ビニル管は、防災区画を貫通する場合には使用しない。

　　円形スリーブ（溶解亜鉛めっき鋼板）は、筒形の両側を外側に折り曲げてつばを設ける。

[８．２．７]

シアコネクタをセパレーターとして使用 [８．７．８]

　使用箇所　　 ・図示による（　　　）　　・　　　　 立

[８．２１．８][８．２３．５～７]

　 打込み工法等 コンクリートの打設工法の種類

補 強 工 事 工 法 の 種 類 適 用 箇 所

鋼板巻き工法及び帯板巻き付け工法での型枠等

　柱頭及び柱脚の隙間の寸法

　柱頭及び柱脚の隙間部間の型枠

　　・発泡プラスチック保温材等を埋込む

　　・　

　既存柱外周部あと打ちコンクリート又は構造用モルタルの厚さ

　　・図示による（　　　　　　　）　・　

　補強後の仕上げ

　　・図示による（　　　　　　　）　・　

・現場打ちコンクリ

ート壁の増設工事

・全ての増設壁　・図示による(　　 )・工法指定なし

・流込み工法 8.21.8(1)(ｱ),(2)

・圧入工法 8.21.8(1)(ｲ),(3)

・全ての増設壁　・図示による(　　 )

・全ての増設壁　・図示による(　　 )

・図示による(　　 )　・　・

・柱補強工事

(溶接金網巻き

及び溶接閉鎖フー

プ巻き工法)

・全ての増設壁　・図示による(　　 )

・全ての増設壁　・図示による(　　 )

・全ての増設壁　・図示による(　　 )

・工法指定なし

・流込み工法 8.21.8(1)(ｱ),(2)

・圧入工法 8.21.8(1)(ｲ),(3)

・図示による( 　　)　・　・

・工法指定なし

・流込み工法 8.21.8(1)(ｱ),(2)

・圧入工法 8.21.8(1)(ｲ),(3)

・

[８．２５．６]

[８．２３．７]

12.型枠の加工及び組 

13.コンクリートの

　　・図示による（　　　　　　　）　・　

空調機基礎
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設計日

株式会社 ＴＯＲＩ設備計画
令和６年３月　日 滋賀県立大学財務課
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2024年3月大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）〒542-0081 S=1/200
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天井撤去(LGS下地とも)後､設備開口新設
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天井伏図

１階天井伏図

(5か所 ｻｲｽﾞ1100×500)

天井改修範囲 (軽量鉄骨天井下地は既設のまま｡改修範囲内の既設天井点検口は既設のまま)



図面名称

工事名称 図面No.

設計日

株式会社 ＴＯＲＩ設備計画
令和６年３月　日 滋賀県立大学財務課
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2024年3月大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）〒542-0081 S=1/200
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図書事務室
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天井改修範囲 (軽量鉄骨天井下地は既設のまま｡改修範囲内の既設天井点検口は既設のまま)

塩ﾋﾞ 撤去新設c3 GB-R9 + DR12  →  GB-NC9.5 + DR12

塩ﾋﾞ 撤去新設

塩ﾋﾞ 撤去新設

c2 GB-R12 + cDR12  →  GB-R12.5 + cDR12

c1 GB-R9 + cDR12  →  GB-NC9.5 + cDR12 塩ﾋﾞ 撤去新設

c2

CH3000

センタ-長室

c1 CH3000
c1 CH3000

CH3000

c2

閲覧室

天井撤去(LGS下地とも)後､設備開口新設
(6か所 ｻｲｽﾞ1460×500)

c3

CH3000
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工事名称 図面No.
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株式会社 ＴＯＲＩ設備計画
令和６年３月　日 滋賀県立大学財務課
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ファンコイルユニットカバー 撤去詳細図 scale   1/10
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壁仕上W4
ﾓﾙﾀﾙ+壁紙

柱型 巾木
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ﾓﾙﾀﾙあらわし
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壁仕上W4

壁仕上W10

ﾕﾆｯﾄ長さは
平面図参照
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天板:鋼板厚1.2+ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ24
前ﾊﾟﾈﾙ:鋼板厚1.0
鋼製ﾌﾚｰﾑ:鋼板厚1.6

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄｶﾊﾞｰ仕様

床仕上F18
ﾓﾙﾀﾙのまま

吹付ｳﾚﾀﾝ厚25+
GB-R厚27あわらし

GB-R厚27+壁紙
吹付ｳﾚﾀﾝ厚25+

前ﾊﾟﾈﾙ

鋼製ﾌﾚｰﾑ

7
3
0

ﾓﾙﾀﾙ+
ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ厚6.5

壁仕上W10

断面図

正面図

ﾌｧﾝｺｲﾙｶﾊﾞｰ撤去

撤去
(機械設備工事)

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ

床仕上F18
ﾓﾙﾀﾙ+
ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ厚6.5

壁仕上W10

既設ﾓﾙﾀﾙの上､ｶｰﾍﾟｯﾄﾀｲﾙ厚6.5新設

既設GB-Rの上､
壁紙新設

400

7
3
0

柱型
壁仕上W4
ﾓﾙﾀﾙ+壁紙

柱型側面

柱型側面
ﾕﾆｯﾄ上部

既設のまま
木製巾木

断面図

正面図

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ後

ﾕﾆｯﾄ撤去面
既設ﾓﾙﾀﾙの上､
壁紙張り新設

壁ﾕﾆｯﾄ撤去面
既設GB-Rの上､
壁紙張り新設

既設のまま
GB-R厚27+壁紙

既設のまま

ﾕﾆｯﾄ長さは
平面図参照

壁仕上W4 既設のまま

壁仕上W10 既設のまま

既設のまま

木製巾木(H75)+SOP塗新設

+SOP塗
木製巾木H75

新設

撤去 新設

ﾌｪﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄｶﾊﾞｰ改修部分

平面図 1/200

滋賀県立大学 Ａ５棟空調設備改修工事

３階平面図

木製天板
撤去

閲覧室
グループ

閲覧室
グループ



図面名称

工事名称 図面No.

設計日

株式会社 ＴＯＲＩ設備計画
令和６年３月　日 滋賀県立大学財務課

A

2024年3月大阪市中央区南船場２の７の１４（大阪写真会館）〒542-0081
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室外機基礎詳細図１

室外機基礎新設

排水溝 W150×H10

移動書庫A5棟

S=1/50

記号凡例

枝張

土

樹木 既設のまま

樹木撤去(伐採伐根)

樹高

幹径

既設樹木

新設ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

新設目隠しﾌｪﾝｽ H2000樹木1 樹木2 樹木3

3500

Φ200

3000

2000

Φ150

2000

6000
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Φ400

※樹木伐根跡は整地

土

撤去 改修後
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工事名称 図面No.

設計日

株式会社 ＴＯＲＩ設備計画
令和６年３月　日 滋賀県立大学財務課

A
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樹木撤去
樹高:2.5m(幹周φ150)×1本

樹木撤去

※空調室外機用ブロック基礎を設置するために､

･樹木撤去(基礎設置の支障となる根を含む)および､

下記の工事を行う｡(基礎設置は機械設備工事)

撤去跡の整地(地面の平滑化､および表面の締固め)

A5棟
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※パネル:アルミ･樹脂積層複合板 パンチングパネル

※支柱:鋼製□50×50×3.2 亜鉛メッキ+静電粉体塗装

※めかくし塀P型パンチングメタルタイプ(積水樹脂)同等品以上
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滋賀県立大学 Ａ５棟空調設備改修工事

部分詳細図２
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10本程度の潅木の撤去
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